









メード • イン • えくてびあん 






柏木慎 一さん (錦児童館) と 

紙飛行機づくりをたのしむ 


今月は紙飛行機。ただし「折り紙」のそれではな c 骹技会などでも十分 
に通用する紙飛行機だ。指導してくださるのは柏木惧一さん。錦児童館に 
勤務、同館の工作教室で実際に教え、これまでに独自の工夫を加えて、 
基本は®視しながらも、いわば「柏木機 j とも呼ぶべき境地に達していると云え 
そう。気流の変化など読めるようになれば3分くらいの飛行も楽しめるとか。何 
冋も試みるうちに段々とコツを党えよう。立川は「飛行機 j の街です。 
















えくてびあんレボー 








Bl I の朝 




ヘリにセーマが流； ft • ロンドンに^!-ムズが七る.ン立 III に多^!Iレ)流れ 泛を._ ， 

忘 4v がも":が • 則れれた風1も鮮度ノ>ある肌で眺め川 尺然はそれに芯えて，;れる补 

,-il -ii ■. -- 



4 _膨ル鈴木4デ?さんの生命め a 吹とも佶抗.し -a 、るかび)よう;: 


(ブびフイール} 


»本*あ晤箱 28 V .立川生まれ. 42 ^. 

坡赛菜の阀し本格的にザ典を UC めて17年 t f 
供の頃から tCUi« しんだ设色を关I く垛りたいし 
多摩川を テーマに 遨ぶ。说在も遇に2へ1度.孕谄 
の変わ！） B には毎口の攆に川 U 足を運ん逊去に 
5W、 中丸公民筘にて「多来川 j と姐した侗展を阑佃 
奥饮 i 检さん2人め4人家®^朵岣町‘ 1TB じ在住: 



お知らせ■鈴木克吉氏撖髟による摩⑴の朝 j 、 来月号より迚败いたします。四莩折々の多醪川の》1录をお莱しみください, 
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月刊 • え<てびあん-立川と語ろラ • 立川に生きよラ 
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3士 見町 M -8 026-3111 


『空襲を語ることは未来を語るこヒ 


小沢 S 由さん、立^币歷史民俗 《► 
的立川市広報茨 

昭和47年泊よ〇市内の班災の3¢ 
洪®を始める c 主な答•に「この 
想しみをく 0かえさない 

(荈など ■ 今回の出 
版はあくまでも”中®银告％現 
在.多地域の「空展被災地 EL の 
作激:こ W 力を饴けている《 
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俳句は健康 


ぐ^イバンク〉が 

ノ《-トナ- 


心のふ〇あいを人 g;i:u す 



—第一肋策錤行 
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住友銀行立 J 

明©と 17-15 


II 3 MS 
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びあ 


!%• 人がゐて、街があります。 

あなたがゐて、立川があります。 

• そこにちょっとだけ、えくてびあん/ 

» リストのお店にはいつでもえくてびあん/ 
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T A P A S 
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あ〇得ざることの去現に•俗に「«信拄に佗が咲く j とい 
うが.今 n では笔倍柱の人*ドは 3 ンクリート紱で.ますます 
「花が咲かない j 時代になった • それで t < t 川市内に50本は 
どの木製が伐 ff 、 うち柒崤町にあるのが約10本，いまでも家 
噚の密ている所、 ifi 路の状況によっては「あたたか味の 
ある」屯柱が立っ" r 能注ゼロではない t いう（柬京屯わ立川 
钤龙所>〇しかし、昨の涑れはやは*)コンクリート：いまのう 
ちに木のぬくみと，懐かしい偽あ t をようく兌えておこう • 

WATCHING 
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え < てびあんエツセイ# Nq 30 
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美しい w ( 物 
が典やかな色 
羽で s ' lfij 一：：£ 
に広がる*夕 
丨，ィトルの想味 
i ? b を»1いて、初 
めて•カラ— *という名の«:があ 
ることを知 C た。 rcit 花の x : をか 
けてみたんです j と芡うのは•作 
«の広田好患さん • 

短大で服飾について学/ I だ後 • 
友神^めの111.界へ•既成の55党に 
执われない独肖の fv 風が蛙んだ • 
眯行が»味の広出さん"この作 
null も二1 — カレドニアの海の色が 
株：^になつている"「生き牛き I た 
色、生 fir 力の©じられるらのを出 
I ていきたい」と站る • 

企めの Hh 界では fefl けすることを 
•さす♦という"ぬり^が大好き 
だつた少4時代*技じて、その X 
稃が•ぬる•から"さす*に変わ 

4 H ， ァ|トサロン四^で BB か 
れた「染と戡の二人展」から* 



真如苑だょり 

K さ增すにつれ B い出されるの 
が昨年の於_その杉黎でつい St 
近まで給水が制限されていた地方 
もある t か■人智の及ばぬ本 (isil 
あつて•卩々の©ら I を朵り连ぇ 
る強さ * M しさ v « じますそし 
て今年•私たちは媒災後 W めての 
a を迎ぇます _ 今：！：も A 如苑へ • 

■ n 時 7 H .15 日出 

2時彳4時 

■卯 本^、 A 如宝物断をはじめ t 

L て映.幽など碰りだくさんの m .& 

がしてござい i す • 

■お 中 L 込みは「えくてびあん • 

コンパ||オン匕本誌を7-»1て< 

れた人)へ 丨 



小誌4板の2:§£2£1{|\プ 
も 6 N を数えるが*立川にもモノ 
作〇の ii 入が大勢いるのに%かさ 
れる.この速入に共通1ているの 
は，平に于光が益用というだけで 
U ない•丛本は，;^かから教わ-0た 
のだろうけど*そのあとは削£ド 
大の逋絞である" f « らからみてい 
る t , r その努力と 熱 &たるや相^! 
な t のなのに•ご.*人は平然と L 
ていて^ olvit い5肋をしている。 
そして•そラいう入の表 ttii とて 
も-#いてい6“ ものを(1=る人|: 特 
徴的な衣 tfl だ♦心理学15-に1ると 
手を勤かしてものをこ L らえるこ 
とは「こころ J に t てもいいのだ 
, v うである"心身 igl : •かかつてい 
る人が- -»?» 庭」を作ることで to つ 
てしまうことがあるといラ，•大の 
ォトナがいまさら箱： S なんてと思 
つでいるが段饮 • ljll « r 二 L •ら泛 .'III 
を a して； g 心の度を増してくるの 
だそうであ，〇••もちろ/ L ' fit l ^ な 
入の「こころ」の ftt ltl : もょく 刺 
くことは肋迤いない4^えてみれ 
ば' 珀駐など作つてみたところで 
舐から評価されるわけでもな：/ 

•.♦- nirifcL たからといつて、衣杉され 
るわけではないが、心浬？者が rK 
» it « 法」とょんで袵芡していると 
ころを a ると•人生そのものに何 
か ifi い合う力を祕めているのかも 
知れない令小认の |» &.1がそんな 
深速な iQJ ? l を知つてるわけではな 
いが，何か作ることが « 康紕持に 
つながつたら•フれしいと思う♦砂 
山に夕说そまりえくてび*ん。 

|«籯-尥田4珥4-田»| * l ' ls - w 己 •!•<♦ « 史 
瘸川||名» 8真 《^仏 »7 « ||| 

山由*子-松本#>かこ 
1||.5天£歡 > , . 梅 «| |明并上5 

スタジ <26 f 中 « « J £.* ♦平 

那え< てびぁん #^ On 

平成七年七 A 1日«行 

«行所え<てびあん«»エ男 

聚京抓五川 - m 噶«]2-|7-5 

杉田 t ル 6 F 〒 .In 

電 i & o 四二 i ;? ll 00 8? 

fAx 0四二五 g 1297 

*篇癸行入 

3 r . 并终介 M 

印削所掬大廣社 





五月、|册の本が出版された ■ 
•多®の空»と戡災•(けやき出 
版 >• 太平洋戰争中に多®龙域匚も 
たらされた空 B による被害とその 
実®を•肱大な货料とのすりあわ 
ゼ、何十回と S ねた現地»蛮をも 
とに K された*料*だ*ずらりと 
並ぶ数字•茨やデータの W 閗に* 
じる熱度。著者•小沢長治さん{立 
川市歴史芪俗贵料館曬託*30>六 
十ーネ)をここまで動かしたもの 

は何だろうか U 

かつて il 争をこういうかたちで 

S つて<れる人はいなかつた • 


•この 本の中で小沢さんは•今までの 5 i 

鉍や m 町 ft 史に丧かれた空 K に対する sc 

迷の»りをズバリと術摘されていますが。 

「ええ"基+の資；：：と I たのが,束以都 

載災1^(昭和-1十八年.都発行)なんで 

すが•调ベていくといろい AmM 点がみ 

つかってね」 

•二 i は®いのですが、まるで®箱の m 

をつつくような： slii さで ttilt されている。 

「多少•せんえつだったかなという U も 

I ないのではないのですが•(笑)，やは 

bltj 町：！：*などとなると公的なものです 

からね"後々のことを夸えるとさちんと 

しておかないとこラして ii めたもの 

の•もしかしたら私の凋丧も問速いがあ 

るか tL れないというハ<待ちも常 {:« っ 

ています LJ 

•どう 1てかつての記妹には問 it いが t 

かったんでしようか。 

「いろいろ考えられるんですが、やはり 

戦後 i もなくだと•眺辛 t いうものに ： T 

しての距雎慼がなかったんじやないかと 

思う /V です、時問的に•しかし私がこの 

ft -枣をするようになった昭和四卜年代く 

らいから•刹べてみると frrtl 町村の史誌 

ら牴争网係の記述がちやんと人ってる」 

•小 沢さんのような；&で、申 W の記録を 

伐そうとする人がいなか〇たんじやない 

かと忠った4ですが" 

1少数派ですから•今も昔も私みたいな 

のは(芡何しろ•まず削られるのが 睥 

眠時間。その次がテレビ(笑 V この本の 

准 fils に入つてから、とん ttfttt に^くな 

りました" ff 球も «. てない{笑 r なかな 

か人と»4できなくなっちやう」 

•本文 八卜 一 - K 屮、尖に六十 Anh が资 

H で禅め.られている •& 字の力というか、 

デ—夕の说得力のような t のが•なにか 

映神や小説などよりも、晚孕の恐 WI - を如 

灾に語っている^が I ます • 

「そう言ってもらえるとありがたいです 

ね"^物じやないから tfBlu くないつて • 

よ < n われちやうんですよ(笑ご 

•この 検訨の作業だけでかなりの労力を 


使われたと思うんです•か* 
r そうですわ^えば多： rritli ^ の 空 » 
妓杏一 ^ j t いう衣, i ‘ HII を rlr 町け別 
1:区切って空躲の*った1=に)1印をつい 
ていくんですが•本4にこの：3この場两 
に*典があったのか-というこ L を確这 
しなければ印がつけられない--例えば* 
r 來免都職災 stJ のでば>摩市1:被 
W があつた t されていますがノ”峙多嘹 
地 ri には タマと いう地名が 1 つ*ったん 
です*% ft の多 It 市である"-多咿： ： n / 
それ：^府中珩にあった『多龄：5:/都の敉 
iu - はこっちの*^地 W がないから•私は 
それを疑ったんですね"それで满べてみ 
たらやはり空»があったの|:**1多©;:^ 

の方だィたんで t 」 

•すると 多！ trllt め^ ttt いうの a … • 
r 多^山の' A ?-4. S :: J :'' 紀 w.h •ゼ： ：[:• なハて 
― 玄う^のために¥¥»1比とすりあわ 

A る•それで現地调査を行 C たんです， 
いろい/>な&を frL て証 S を m めて•そ 
れが二 te 三 te するわけですが ir 遂に 
わかったのは、それは堞弹の役：卜ではな 
く •糊城の佗火 X が火薬を処理したもの 
だつたということなんですよ <芡0それ 
でようやく表の I 郎が*付けられる」 
•丸 印をひとつ付けるだけで… • 
「その他にも空货の被客かと思ったら不 
発弾の処理だった t か b 叫なるボ故との 
«.拓め*それ|:よる被古などで«災とは 
別の^ rt も多々あり i すからね。 i « 地に 
fr << てみないとわからない」 

• 小沢さんが卞钱を語るのに，資料 ifeJ 

t いう方 ii をとられたのは何故なんです 

r う—ん•私には資枓しかなかつたから. 

t いうのが 1 EI 6: なところなんですが•空 

9¢を盛ろうと思ったら•まず分が空$1 

を理解しな un ばと検証を始めて"この 

作窠は-もともとムマ年の岡〇::に山屮坂に 

姥てられた rIil 中 坂悲歌』(註•山屮垠の 

悲刺を歌ったこの歌の作 wn は小沢さん 

である》の碑にご尽力くださった方にお 

礼のつもりで i とめていたんですが•そ 

れを今年になつて、けやき出版さんから 

お ri をいただいて*今年は g : firl + 年な 

んで•ぜひこの機にと」 

♦小 沢さんご a 身が•こ•フ L た記銶の仕 

市をされるよラになつた ttit の ttm 

を51いたいのですが • 

「 . ちよつ tfsw つけた g い方になつ 

て L まうかも1れませんが，やはり平和 

が一恭だよ•大切だよと•そういう ti 持 

ちは当然根 KI: ありますよね J 

•木客のなか<:「『空典はなかった“とい 

う S 萊を M くたびに，いや•そんなこ t 

はない*私の級友だって死んでるんだ j 

という思いがあり…」と? r かれています 

( 〇 

「ええ•そうですね"戦後立川には空襲 

がなかつたという fcWI がまことしやかに 

流れて，それは占闳後のアメリカの政策 

によってそういう^が流れたとか、いろ 

いろ！ 1 C われていたんですが•そのどれも 

が 根 »がない*さちん LJL た 5 e 錄がない 

ばかり1:•いいかげんな f / spfl が広まって 

1まう。こつちは«に被災をしているの 

に， W 人ら亡くなつているのに*それは 

A うんじやないか•という思いがあった 

こ t は確かです•それは； g 梭のひとつと 

§えますね」 

• M 後に W 1 P というものを知らない«代 

に対して何かゥ 

「私が恐うに、 ft 争っていうの a 生活が 

破 * されて L まうということだと思うん 

です••街や家が®壊されるという .« 味だ 

けでなく•いろいろな®味で。例えば疎 

阳するヒいつても•疎 nH -«: では決して衣 

4で迎え人れてくれるわけではない。^ 

しさ^^しさが必ず伴つてくる•人間ら 

しさが壞されてし i うんです*戰後五十 

年というん t 年•お whM ざで終わらない 

よう祈りたいです」 


c §) 


新緙ケイ n の昶父、凸山凹蔵 
でございます•親族の II 長老と 
いうことで I 言ご埃•拽させてい 
ただきます • 

本日はご多忙のところ「西 ？* t 



祝つていただいて：：っ b ? つつぅ 
: ( 泣 <) 大型11 面の^! 「，オケ 
だつて只だなん て，!^ LI おし 
やれでおいしいだ•ぅつ 

うつう…シンイ$んよ—、幸 
せ C してやつ^^さいよ—つ/ 
本いきますよ 
いよーンぼん ノノう つ(又泣く) 


ケイコは牵せ名し 
や*こんなにたくさんの友逢に 

回まれて，こ.，-な仔- ml な金琪 V - 
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ある口 • 橄蝎の電话が'®った* 

「お忙しい所中犹 * りませんが，思立つたが吉日とあり 
ますので .m 者の S う i£ りに俳句をやつて A ょうと思い 
ます"つきましては今週屮に何旬か作つてお B5 け致Iま 
すのでご指導 m け i すでIょ•フか？ j と〇氏からの®絡 
で/)<1た* 

〇氏は大于商杜の兎役であり常黎マンの阎まりの様な 
人で今で 1 C ぇば - fe 茱曠±である•その戦士が突然，原因 
心叫の <眩诹> に》ゎれ人院し，医帥の治«や«*に依 
り快 «{: 向いハビザの為に短: ft か烨句を読み逬き作 
る^を勧められたのである" 

觖の»0>については1:^^であるが、以»?]俳幻の_で 

^6« fi ^ liT - f <^ hh ^*<±^>3 t ^:^ rARac ?) ilui <: u . 
右の临と&の14があり、左 K は仕事や連勒を司り•右 II 
は1¢党を^つてい6らしく，右！5を_激す . s > 俳 t » J は€化 
№11.になつているそうです"と冗雄 i じりに話された^ 
を思い出した。 rK について」^ベて a ると、大 Ka / X 心 
の^ず球から成り S 面には多くのひだがあり•その外 W 
部は xly ^ R から多くの神 ftwfe を含み搜袵な M 神作 W 
に関係し…並勧中枢 • 感觉中5 T 芑語中«<、緦八1:中5;が 
災まつているとぁる， 

その結 fr 中枢が知党 I 迷觔を統 r ’ . Tncte ， 推邱，判 
rr ' の«?神作用や英智，抑制の tw きをするとあれ 
ば；俳句は JLIS を职便 I て大 ntt に^:岭し白然が.えて 


くれる変化を -S けとめるこ tj |<存問の俳^>とあり、 

oIt 砂病^ fe -- l *^ 视 V 生.,じ雄づく舻知对を砾办6こ L 

に依つて治®されるであろうとの-?*えに至り手助けを^ 

受けたのである。 

M 枣に G ^ lll に自然の推样や铐 AV 詠み上げる牌 lij は 

何時でも5:«:でも心身の®党バリ T を広げ©然の波 fi を 

感受する审でもあるので心身共に健 * が良いので/;るし. 

»句を勧めた叹！1も全く根挞がない訳ではなく，多くの 

症例を M みての fs *. であろう t 忍われる。そして' •入地 

の mill : かなう卞活を iin ばおのず t 心辟ともにに 

なるのである • 吶を%.て後の彼は以的と変わらぬ n 常に 

もどりはしたものの、ゴルフに出かけては山々を眺めグ 

I ンの芝に生う文«;孕に n をとめる悌になり • f * u に 

は夫入を伴つてドラィブ等に出掛0る tffl き，心のゆ t 

りをと今 t どした？うである。 

佻 -10 が$を抬したのではなく*俳 t . j を作る過程で心 

の口を開いた時•心眼に親えてくるらのがすなわち冲が 

削造した H *: 界のすベてを痒き始める M の态忐、 EJe であ 

つた II たら. F 1 然に対 Lsts に心身を委だね、 - U 然の波 

长を受<3する時、 iT 子先生の nt にある、「宇*, II の7;物に 

生命を.®じ、それに触れ ' 51 づかい•共感したり、問を 

発することに依<>て、四李の自然や入問に対十る存問」 

の俳句が出*るのであるから、作 1 .J の训練が役に立つた 

のであろう* 


mB]¥ss 


砂川町 








































































































































わたしの 

玉手箱 

_网>«崎町•中村 M •さんの 

「ダンス*ミュージック.レコード- 


レ 3 — ド3レ，舞一は少なくはないが 1" 舞•ン X，C 
ユージッタ jc 熟 A を uf っ ti . aoun をゆうに超 
m 外そ nt . 今〇の日本で u 人？不可 I ：いう 

マニア蘑屬の.こレ，黉一 • 



ダンスミュージックのルーツと苗; U う： 





















